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８月障害者問題委員会報告書 
 

２０１１年８月１８日 
(社)北海道中小企業家同友会札幌支部 

於；共同会館２０７号室 
 

議長；吉田 正枝 委員 (当日別紙) 

  

１) 委員長挨拶 

 

２) 障がい者インターンシップ事業(仮称) について＜協議・報告事項＞ 

                                           担当／常盤野副委員長、佐渡副委員長 

  

７月の委員会で継続事項となり、前委員会終了後（7 月 12 日  14 時 15 分～15 時）に下記の委員・

事務局で検討した結果について(常盤野さんから報告) 

＜出席者＞ 常盤野さん、佐渡さん、宇井さん、斎藤さん、木川さん(オブザーバー)、 

佐藤事務局長、石戸谷  

 

☆実施について → 承認されました 

・９月に予定していた「合同企業説明会(仮称)」は、「障害者インターンシップ事業(仮称)」の名

称で２０１２年１月に行い、同２月に実習を行う。 

・今年度は障害者問題委員会委員の企業・福祉団体と、委員が声掛けできる範囲で行う。 

・年齢、障がい、希望職種などの基本情報一覧を作成する。 

 

＜委員会当日の皆さんの意見＞ 

 
・障害のある方は、どういうところで働けるのかわからないため、場所を見る大事さがある。 

・出会いのための実習という位置づけができるのではないか。 

・働きたいという障害者は就労移行支援の方が連れてきてくれる。肝心の企業側はどうやって参加

してもらうか？そこに工夫が必要だと思う。 

・やるのであれば継続して行えるよう、協力していきたい。 

・ハローワークと相談しながら進めた方がよい（企業側が安心）。助成金にからむ問題を確認した

上で、事業を進める（池田委員長が確認して報告予定） 

・障害者のインターンシップは全道、全国的にもあまり聞いたことがない。一般のインターンシッ

プから見ると会社には何のメリットもない。ただ、当社で一般のインターンシップを８年間行った

経験では、大学との関係は良くなった。また、学生は職場の雰囲気がわかり、受け入れ側は若い人

の意見を聞くことができ、緊張感も生まれる。初めてのことなのでやってみる価値はあると思う。

障害者の方は働いたことがなかったり、職種の幅も狭かったり、企業側も一部しか雇用したことが

ないかもしれないが、やってみなければわからないこともある。 

・福祉事業所側としては毎日行けるかどうかはわからないが、就労支援サポーターはつけたい。 
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３）１１月「障がい者雇用支援フォーラム」について＜協議・報告事項＞  

                        担当／宇井副委員長、奈須野副委員長 
佐藤事務局長より 
 
① 経過報告  

                               
◇と き／１１月１７日(木) １４時～１７時 

◇ところ／エルプラザ 3Ｆホール(札幌市北区北８条西３丁目) 

◇参加費／無料 

◇講 師／(有)思風
シーフー

都
ド

 代表取締役会長 土井 善子 氏 (京都同友会副代表理事) 

◇テーマ／未定 

② 札幌市、藤崎氏との打合せの報告(８月９日)  

 

・昨年同様、札幌市の委託事業として同友会が委託先となる。 

・このフォーラムは、平成２３年度「地域における障害者職業能力開発促進事業」のうち、「職業

訓練受講促進のための相談・周知・広報」【障がい者職業能力開発セミナー】にあたる。 

・予算は前年度並み(昨年…税込 725,000 円) 

・今年度は開催条件として、 

1. セミナーのプログラムに「職業訓練受講を促進する」内容を盛り込むか、 

2. もしくは当日配布する資料の一つとして、障がい者委託訓練等に関する広報物を配布する必

要がある。                      

・職業訓練の現状等を周知する広報手段の一つとして、リーフレット等の作成を行う 

 

＜提案＞ リーフレットを作成する際、「アンケート調査」（中小企業経営者を対象とした）を入れ

ることはできないか？ (50～60 万円で出来る) → 実行することで承認されました 

 

 

４）９月例会について＜協議事項＞ 

 

９月に予定していた説明会の代わりに例会を行ってはどうか？ 

↓ 

１１月フォーラムも迫っているので、９月は委員会を行う。 

 

今回キャンセルになった発達障害の専門医を呼んで、１０月例会を行ってはどうか？ 

（池田委員長が確認する）  

 

 

５）その他 

 大きな行事が控えているため、「障がい者インターンシップ」「障がい者雇用支援フォーラム」「リ

ーフレット作成」の実行委員会を立ち上げ、委員が１つずつ担当する。 

⇒その場で全員に希望の実行委員会を確認。(以下、当日の出席者) 
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○「障がい者インターンシップ事業」実行委員会 

 常盤野さん、佐渡さん、江木さん、倉さん、池田さん、荒野さん、藤川さん、東さん、宮西さん、

宍戸さん 

 

○「障がい者雇用支援フォーラム」実行委員会  

 奈須野さん、宇井さん、田中さん、木村さん、植田さん、石元さん、米田さん、斎藤さん、横山

さん、髙井さん、戸田さん、粟井さん、木川さん 

 

○「リーフレット」作成実行委員会 

 吉田正枝さん、大島さん、重泉さん、木川さん 

 

 

＜今後の日程＞（ご参考）  

日程 活動内容(テーマ)・会場 備考 議長・担当 
8/18(木) 委員会 

9 月合同企業説明会(仮称) 
↓ 
別(案)での経過報告 
11 月フォーラムについて 
 

札幌市若者総合支援センターよ
り、発達障害を抱える若者の活動
場所を設けてほしいという趣旨
で、専門医が説明に来る予定(20
分程度)→キャンセルです 

 
議長:吉田正枝さん 

9/16(金) 合同企業説明会 

代替案 委員会 
  

議長:奈須野さん 

10 月 委員会 

代替案 例会 

合同企業説明会を振り返って 
企業実習について  
 

  
議長: 

11/17(木) 障がい者雇用支援フォーラム 

札幌エルプラザ 

  
担当:宇井さん 
   奈須野さん 

12 月 望年会  担当: 

１月 事例報告 

 報告者；宇井副委員長 

草の実会を中心に、製品づくり

について 
担当: 

2 月 委員会  

１年間の総括と、次年度の方針づ
くり 

 議長: 

３月 委員会  
総会のような形で開催 

 議長: 

 
 
次回委員会の日程  ９月 １６ 日（金）12：00～14：30  

於；共同会館２０７号室  議長 奈須野さん 


